






































































　研究班が組織された 2009 年度から 2011 年度までの 3 年間にわたる調査ならびに研究内容につい
ては、『神奈川大学 国際常民文化研究機構 年報』1 ～ 3 に班員各自が報告しているので、そちらを
参照されたい。以下では共同で実施した現地調査ならびに研究会活動に限って報告する。
（ 1 ）2009 年度
　2009 年度は本プロジェクトの予算化を待って具体的な研究活動を開始せざるを得なかった。そ











（ 2 ）2010 年度




















（ 3 ）2011 年度
　研究集会としては、2011 年 9 月 25 日に東京海洋大学海洋工学部越中島会館にて、初めての試み
として、「日本列島周辺海域における水産史に関する総合的研究」班（研究代表者は伊藤康宏氏、以
下、伊藤班と略記）との連携研究会を実施した。当日は、伊藤班から、中野泰氏の報告「占領期の






















































　2013 年 3 月に成果報告書『漁場利用の比較研究』（国際常民文化研究叢書 1 ）を刊行し、当初より



























































したように 2011 年 9 月 25 日に共同で研究集会を実施した「日本列島周辺海域における水産史に関
する総合的研究」班（伊藤班）とは、その後も研究者の交流、学問的背景の共有があったことか
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